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令和６年度　生徒指導推進計画

１　生徒指導推進目標

（１）児童の内面理解に努め、人間的なふれあいに基づく生徒指導を推進する

（２）児童一人一人の良さを認め、自尊感情を育むとともに、自主自立の精神を培う。

（３）生徒指導体制を充実し、家庭・地域・関係機関との連携を密にする。

２　生徒指導組織

（１）校　内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員会議

　　　　校長　　　教頭　　　　生徒指導委員会

　　　　　　　　　　　　　　　・生徒指導担当　　　　　　　学年部会

　　　　　　　　　　　　　　　・学年担当

　　　　　　　　　　　　　　　・養護教諭

　　　　　　　　　　　　　　　・教育相談
　　　　　　　　　　　　　　　・不登校担当
　　　　　　　　　　　　　　　・特別支援担当

・スクールカウンセラー
　　　　　　　　　　　　　　
（２）校　外
ＰＴＡ校外活動部

　　　　　　　　　　　　　　
スクールソーシャルワーカー

　　　　　　　　　　　　　　
加東市青少年センター

　　　　学　校　

　　　　　　　　　　　　　　民生児童委員会

発達サポートセンター

関係諸機関

　　　　　　　　　　　　　　

３　生徒指導実践計画

（１）基本方針

①児童の内面を多面的に理解する。

   　 ・児童一人一人が自分に自信を持ち、自分を好きになり、夢や希望をもって生活できるように、共感、助言、励ましによる人間的なふれあいを大切にする。

   　 ・全職員が指導の成果と課題を共有化することのできる校内研修を推進する。
　　　・Ｈｙｐｅｒ－ＱＵ等を活用し、児童理解に努めるとともに、よりよい学級集団づくりを行う。
　　　・生命（いのち）の安全教育を計画的に実施する。
②児童の自主・自律の精神を育むことに努める。

・児童一人一人が目標を持って生活する指導を通して、やる気を生み出し自尊感情を育てる。

③指導体制の充実を図る。

・生徒指導委員会の定例化を図り、多面的に捉えた児童の抱える問題や行動の情報交換を通して学校全体の状況をつかむ。

   　 ・職員会議や職員研修の中で情報の共有化を図り、対応策を全職員で検討する。

（２）重点目標及び実践計画
①本年度の重点目標

    「つながりを大切にし、学習や生活を高め合う子の育成」
・「学校が楽しい、授業が楽しい」と体感させることを通して、充実感や達成感を生み出す。

   　 ・多様な角度、視点から児童の良さを見つけ、認め、つなげていく場を意図的に設定する。

   　 ・教師の資質向上に努める。

②具体的実践計画

  　  ・授業の充実を図り、満足感、達成感、充実感を味わわせる。

・短期・長期の目標「友だちの良さを見つけよう」「児童の変容をとらえよう」を設定し、個の良さを集団に広げたり、集団の良さを個の帰属意識や誇りへと高めたり、広げたりする場を意図的・計画的につくっていく。

 　   ・問題行動に対しての共通理解及び共通対応を確実に行う。

       　 ルールの明確化

        　情報の共有化

        　指導の継続化

        　環境整備の日常化

        　対応策のシステム化

   　 ・児童一人一人の命と人権を大切にする「心の教育」の充実を図る。

　　　・児童の規範意識を高め、問題行動やトラブルの予防に努める。

　　　　　「社小学校くらしの約束」の徹底

「加東市ネット利用ルール」の徹底
「社小学校タブレットの約束」の徹底
「小学生のお宅訪問マナー」の徹底

